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「あしか」に込めた「安心」――社名とロゴに託し
た想い
―― 「あしかメディ工業」という社名には、どのような
意味が込められているのでしょうか。
　社名を考えるとき、私たちが大切にしたかったのが

「安心」という言葉でした。製品を使っていただく方に、
安心して使っていただけるものをつくりたい。その思
いを社名にも込めたかったんです。
　「あしか」という名前は、「安心感（あんしんかん）」か
ら「ん」を取ると「あしか」になるんですね。親しみの
ある響きですし、「どうして『あしか』なんですか？」と
興味を持っていただくことで、会社を知っていただくきっ
かけにもなると思いました。
　社名変更の際には社員から広く名前を募集しました。
その中で選ばれたのが「あしか」です。提案してくれ
たのは工場で働く社員でした。「安心して使ってもら
えるように、自分たちは心がけてものをつくっている。
その気持ちを感じてもらえる名前にしたい」その思い
を知ったとき、本当に感動しました。実際に製品をつ
くっている社員から出てきた言葉だったからこそ、「こ
れが私たちの会社そのものだ」と感じたんです。
　ロゴにも、私たちが大切にしている三つの想いを
込めています。人への想い、製品への想い、そして未
来への想いです。ロゴは、世の中に提供していきたい

「安心感」の頭文字である“A”を、「あしか」の姿にか
たどったものです。人と製品が一体であることを表し、
つねに向上心を持ち、より良い製品とサービスを目指

していきたいという決意を託しています。
社名もロゴも、単なる名前やマークではなく、私たち
が大切にしている考え方そのものなんです。

金魚袋から医療現場へ――三代にわたって育て
てきたものづくり
――創業から現在まで、どのような歩みを重ねてこら
れたのでしょうか。
　1952年、祖父が中島商店として創業し、ポリエチ
レンの加工を始めたのが原点です。当時はまだポリ
エチレン自体が新しく、祖父が最初につくったものの
一つが金魚袋でした。その後、ブックカバーなどさま
ざまな製品を手がける中で、父の代に医療分野へ進
む大きなきっかけがありました。ある業者さんからの

「尿をためておく袋をつくれないか」というご相談で
した。そこでつくり始めたのが蓄尿袋でした。
　最初は「こういう製品が本当に必要なのかな」と思っ
ていたそうですが、実際には需要が非常に大きく、少
しずつ販路を広げていきました。現在も蓄尿袋は当
社の大きな柱の一つです。
　振り返ってみると、祖父の代でポリエチレン加工と
いうものづくりの基盤が生まれ、父の代で医療分野へ
とつながり、そして私の代では、その経験をもとに、さ
らに新しいものづくりに挑戦しようとしています。
　最初から「医療の会社になろう」と決めていたわけ
ではありません。お客様から「こういうものが欲しい」
と声をかけていただき、それに応えてきた。その積み

人を思うことが、安心をつくる。
これからも、その想いを
形にしていきたい。

Close Up Interview

あしかメディ工業株式会社 代表取締役

中
なかじま

島 実
みか
佳 様1952年の創業以来、ポリエチレン

加工を原点に、医療・介護の現場を
支える製品を生み出してきた、あし
かメディ工業株式会社。金魚袋から
始まったものづくりが、どのように医
療の現場へとつながっていったのか。
そして、「青春企業」という言葉に込
められた経営哲学とは――。創業以
来の歩みと、これからのものづくりに
ついて、中島実佳社長に伺いました。

プロフィール
1970年文京区生まれ。2012年、先代の
逝去に伴い、3社の代表取締役に就任。先
代から受け継いだ3つの会社を合併・統合し、
2021年、ひとつの会社として新たなスター
トを切る。「守るべきものは守り、変えるべ
きものは変える。」を胸に、「つかう人を思っ
て、つくる」をステートメントに掲げ、人と
のご縁と受け継いだ技術を大切にしながら、
未来を見据えた経営に取り組んでいる。

あしかのAに人、物、未来の想いを込めたロゴ。 ３拠点合同懇親会
拠点の垣根を越えて、笑顔と交流が広がるひとときです。
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重ねが、今の会社につながっているのだと思います。
そう考えると、当社のものづくりは、三代にわたって「人
の声に応えること」から育ってきたのかもしれません。

「つかう人を思って、つくる」――製品の先にい
る人を思う
――「つかう人を思って、つくる」という企業ステート
メントには、どのような背景があるのでしょうか。
　営業や開発担当者には見えていた患者さんの姿も、
実際の製造現場の社員にはなかなか伝わっていませ
んでした。そこで営業担当から使用現場の様子を伝
えてもらい、可能なら実際に製品を使っている方のお
話を直接聞く機会を作りました。
　「これがないと生活できない」という生の声を聞くと、

「自分や家族も使うかもしれない」と使う人を具体的
に想像できるようになります。そうすると仕事に向か
う意識も大きく変わります。ある社員は入院した母親
が自社製品を使う姿を見て、「こんな風に使われるの
だと知り、心を込めて作らなければいけないと思った」
と話してくれました。人の話を聞き、使う人を知るこ
とは、本当に大切だと思います。
　そして、この考え方は製造現場だけのものではあり
ません。営業も開発も総務も経理も、すべての仕事
の先には必ず「次に受け取る人」がいます。「次の人
がどう感じるか」を考えて仕事をする――だからこそ「つ
かう人を思って、つくる」は、全社員が大切にする考え
方なのです。

「青春企業」に込めた、人を育てる経営
――御社の経営理念には「青春企業」という印象的な
言葉がありますが。
　これは父が創作した言葉です。父がサミュエル・ウ
ルマンの詩『青春』に出会い、青春とは人生の特定の
時期ではなく、心のあり方を指すのだと感銘を受けた
ことがきっかけでした。いくつになっても、新しいこと
に挑戦したり、さまざまなことに興味を持ったりする
人は青春を生きている。父はその考え方に共感し、会
社としても新しいことに挑戦することを惜しまない企
業でありたいという思いから、「青春企業」という言葉
をつくったようです。
　私もその考え方は大切にしています。経営者とし
ては、社員の皆さんが健康に、楽しく仕事ができる環
境をつくることが第一です。そして、一人ひとりが輝
ける場所をつくりたい。「私は世の中の役に立っている」
と、それぞれの社員が思えるような会社にしたいですね。
　そのためにも、年齢や立場に関係なく、「やってみよ
う」と思える気持ちは大切にしていきたいと思ってい
ます。

「守り」から「攻め」へ――受け継いだものを、次
の時代へ
――これまでの歩みを踏まえ、これからどのような会
社を目指していかれますか。また、本郷法人会とのつ
ながりについてもお聞かせください。
　これまで、製造基盤や会社として必要な環境を、あ
る程度整えてくることができました。これからはもう
少し「攻め」の経営をしていきたいと思っています。現
場から上がってくる「こういうものがあったらいいんじゃ
ないか」という声を、もっと製品にしていきたい。新し
い製品開発を進め、実際に世の中に出していくことが、
これからの課題だと思っています。これまで大切にし
てきた「人を思う」という軸は変えずに、その思いを新
しい製品やサービスという形にしていく。そこに、こ
れからのあしかメディ工業の役割があるのではない
かと思っています。
　そのためにも、人とのつながりは大切です。本郷法
人会には、父の代からお世話になっています。法人会
は、業種も立場も違う方とつながり、新しい考え方や
アイデアに出会えるところが魅力だと思います。これ
からも、そうしたご縁を大切にしながら、いろいろな
方から刺激を頂き、新しいことに挑戦していきたいで
すね。

仕事を離れたとき、大切にしている時間
――最後に、仕事を離れたときの中島社長について
も教えてください。
　お酒は大好きです（笑）。お酒のおつまみを自分で
つくって、晩酌するのが至福の時間です。中でもピー
トの効いたスモーキーなウイスキーには目がありま
せん。
　父ともよく一緒に晩酌をしました。本当に2時間、3
時間くらい、何を話しているのか分からないような話
をずっとしていて（笑）。でも、それがすごく楽しかった
んです。
　祖父が始め、父が育ててきた会社を、今度は私が
次の世代へつないでいく。そう考えると、父との何気
ない晩酌の時間も、今の私につながっている大切な
時間だったのだと思います。彼らから受け継いだもの
を大切にしながら、新しいことには積極的に挑戦する。
そして、社員一人ひとりと一緒に、「つかう人を思って、
つくる」という仕事を、これからも丁寧に続けていき
たいですね。

あしかメディ工業株式会社
〒113-0034  東京都文京区湯島4-9-12 
TEL. 03-3811-0234

綾瀬工場での製造作業
一つひとつの工程に心を配り、確かな品質を支えるものづくり。

本日の戦闘服。完全防備で、いざ現場へ
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秋分の候、公益社団法人本郷法人会の皆さま
には、益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

この度の人事異動により、本郷税務署長を
拝命し、沖縄国税事務所から転任してまいり
ました又吉でございます。

根津神社や湯島天満宮、六義園や加賀藩上
屋敷跡にある東京大学本郷キャンパスなど歴
史と文化の薫るこの地に勤務することとなり、
大変光栄に存じます。

前任の柳田署長同様、ご厚情を賜りますよ
うよろしくお願い申し上げます。

公益社団法人本郷法人会の仲田会長はじめ
役員並びに会員の皆さまには、平素より法人
会活動を通じ、税務行政に深いご理解と多大
なるお力添えを賜り、この紙面をお借りいたし
まして、厚く御礼申し上げます。

貴会におかれましては、各種研修会や講演
会の開催を通じて、正しい税知識の普及や適
正・公平な申告納税制度の維持・発展と税 務
行政の円滑な執行に寄与いただいているほか、
青 年部会の皆さまが 講 師を務める区内小 学
校における税金教室、女性部会の皆さまが中
心となって運営する「税に関する絵はがきコ
ンクール」など次代を担う子供たちに対する
租税教育、そして、チャリティーイベント、わ
くわくスポーツまつりの開催、街の美化活動
等々、地域社会貢献活動にも尽力されておら
れます。

今後とも、貴会が掲げる「いい出会い 地域
に根ざす 本郷法人会」というスローガンのも
と、納 税 意 識の向上と地 域 企 業 及び 地 域 社
会の健全な発展に貢献いただくため、時代の
ニーズに合致した法人会活動を展開されます
ことを期待申し上げます。

さて、私どもは、申告納税制度の下、納税者
の皆さまの自発 的な納税 義務の履 行を適 正

かつ円滑に実現することを使命としています。
この使命を果たすために最も基本となるもの
は、納税者の皆さまの税務行政に対する信頼
であり、国税庁では、信頼される税務行政の
実現に向けて様々な取組を進めています。

近年、経済社会がグローバル化やデジタル
化により、大きく構造転換している中で、税務
行政においても、外部環境の変化に合わせて、
果断に業務改革を推進するなど、国税組織自
身が変化していくことが不可欠であります。

こうした大きな環境の変化に的確に対応す
るための取組の一つとして、「税務行政のデジ
タル・トランスフォーメーション（DX）」を進め
てまいります。

特に、納税者の利便性向上については、「あ
らゆる税務手続が税務署に行かずにできる社
会」という将来像に向けて、納税者目線に立っ
て、様々な納税者サービスの包括的な見直し
を進めております。

引き続き、添付書類（財務諸表や勘定科目
内 訳 明 細 書 等 ）を 含 め た e-Tax 送 信（ALL 
e-Tax）、キャッシュレス納付や年末調整手続
きの電子化など、税務手続における電子化促
進に取り組んでまいりますので、ご協力よろし
くお願い申し上げます。

本郷法人会の皆さまにおかれましては、国
税庁が目指す税務行政のＤＸに関する各取組
について、より一層のご理解・ご協力を賜りま
すことを、重ねてお願い申し上げます。

結びにあたり、皆さまと培ってきた相互信
頼と良好な協調関係をより発展させてまいり
たいと存じますので、今後とも格別のご配意
を賜りますようお願い申し上げます。

そして、公益社団法人本郷法人会の益々の
ご発展と、会員の皆さまのご健勝並びに事業
の更なるご繁栄を心より祈念いたしまして、私
の着任の挨拶とさせていただきます。

Message from the Newly Tax Office Superintendent & Executives 2026

着任のご挨拶
本郷税務署長　又吉 立義
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Executive Profile

本郷税務署新幹部プロフィール
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役　職

役　職

名　前
前　任

前　任

出身地

出身地

趣　味

趣　味

モットー

モットー

メッセージ

メッセージ

法人１統括

総務課長

署長

三浦 大輔 みうら だいすけ
国税庁 長官官房 国際業務課

国税庁 課税部 酒類業振興・輸出促進室

沖縄国税事務所 人事課長

東京都

福井県

沖縄県

ランニング、旅行

旅行

映画鑑賞、ウォーキング

人間万事塞翁が馬

凡事徹底

課題へのチャレンジと他者への思いやり

本郷法人会の皆様方には、日頃より税務行政に対し深いご理解と多大なるご協力を賜り、厚く
御礼申し上げます。歴史と文化が息づく街並みと活気ある都市機能が共存する、魅力に満ち
溢れた文京区で勤務できることを嬉しく思いながら、精一杯努めてまいる所存です。どうぞ宜
しくお願いいたします。税務行政の更なる電子化に向けまして、特に、法人税の e-Tax に関し
て、添付資料（財務諸表や勘定科目内訳明細書等）を含めて電子申告で送信する ALL e-Tax
の利用拡大に取り組んでまいりますので、引き続きご理解とご協力お願い申し上げます。

昨年は国税庁で酒類事業者の海外販路開拓を支援しており、国内外・官民問わず非常に多く
の方々と交流する機会がありました。本郷法人会の皆様とも１年を通じて多くの交流の機会
をいただければ嬉しく思います。どうぞよろしくお願いいたします。

沖縄国税事務所に採用されてからは、主に沖縄国税事務所、沖縄県内税務署で勤務しており
ました。東京局管内の勤務は、令和元年、２年の江戸川北税務署副署長以来２度目となりま
す。本郷署の職員には、共に助け合い、共に労い、共に感謝する、「共助・共労・共感」の気持
ちで仕事を進めていきましょうとお願いいたしました。本郷法人会の皆様とも、様々な活動に
ついて、助け合い、労い、感謝する気持ちで取り組んでいきたいと思っておりますので、よろし
くお願いいたします。

名　前 栗畑 範夫

又吉 立義

くりはた のりお

またよし りゅうぎ
役　職

前　任
出身地
趣　味
モットー
メッセージ

名　前



税務署だより tax office message

国税庁では、納税者利便の向上等の観点からe-Taxや
キャッシュレス納付等によるオンライン手続を提供するな
ど、国税に関する手続や業務の在り方の抜本的な見直し
（税務行政のＤＸ）を進めているところです。

こうした各種オンライン手続の拡充に鑑み、令和８年10
月１日以降、全ての税務署で総合窓口における受付時間を
原則として午前９時から午後３時とすることとしましたの
で、御理解・御協力をお願いいたします。

※ 総合窓口の受付時間外であっても、開庁時間内（午
前８時30分から午後５時）に来署された場合には、対
応しておりますが、可能な限り受付時間内の来署をお
願いします。

※ 税務署に電話で連絡される場合も、お急ぎの場合を
除いて受付時間内のご連絡をお願いいたします。

※ 総合窓口では申告・申請書等の受理、用紙の交付、
納税、納税証明書の交付などを行っております。

税務署にお越しの方へ

総合窓口の受付時間のお知らせ

月曜日から金曜日（開庁日）

【原則】９：００～１５：００
（上記時間内の来署に御協力をお願いします）

令和８年10月１日から
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都税事務所だより metropolitan tax office message

 
 

９月３０日（水）までに、６月にお送りした納付書でお納めください。 

口座振替、スマートフォン決済アプリ、金融機関・郵便局のペイジー対応の 

インターネットバンキング、モバイルバンキング及びＡＴＭのほか、 

パソコン・スマートフォン等からお支払サイトへアクセスすることで、 

クレジットカードでも納付できます。 

問合せ：文京都税事務所徴収課徴収管理班 03（3812）3241 

 

 

 

一画地における非住宅
．．．

用地の面積が 400 ㎡以下であるもののうち 200 ㎡までの

部分について、固定資産税・都市計画税の税額の２割を減免します（個人又は資本金・

出資金の額が１億円以下の法人等が所有するものに限る。）。減免を受けるためには、

令和８年１２月２８日までに申請が必要です。 

＊こちらの申請は、インターネットでもお手続ができます。 

＊未申請の方で、小規模非住宅
．．．

用地を所有していると思われる方には、９月までに

減免手続のご案内を送付しております。 

問合せ：土地が所在する区にある都税事務所 

 

 

 

東京都主税局では、インターネット公売（動産、自動車、不動産等）を実施します。 

【公売申込期間】 

令和８年９月１８日（金）１３時～令和８年１０月６日（火）２３時 

【せり売り期間（動産、自動車）】 

令和８年１０月１３日（火）１３時～令和８年１０月１５日（木）２３時 

【入札期間（不動産等）】 

令和８年１０月１３日（火）１３時～令和８年１０月２０日（火）１３時 

詳細は、東京都主税局 HP 又は下記問合せ先へ 

問合せ：主税局徴収部機動整理課公売班 03（5388）3027 

 

 

 

都税事務所の職員を装って、個人情報を不正に取得したり、金銭をだまし取ろうと

したりする事例が発生しています。不審に感じた場合は即答せずに、下記問合せ先ま

でご連絡ください。 

また、万が一被害にあわれた場合は、すぐに警察にご連絡ください。 

問合せ：主税局総務部総務課相談広報班 03（5388）2925 

９９月月はは、、固固定定資資産産税税・・都都市市計計画画税税第第２２期期分分のの納納期期でですす（（２２３３区区内内））  

小小規規模模非非住住宅宅
．．．

用用地地のの固固定定資資産産税税・・都都市市計計画画税税をを減減免免ししまますす（（２２３３区区内内））  

 

イインンタターーネネッットト公公売売（（動動産産、、自自動動車車、、不不動動産産等等））ののおお知知ららせせ  

  

ににせせ都都税税メメーールル・・電電話話ににごご注注意意くくだだささいい！！ 
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法人会の活動

7月15日 ( 水 )、「軽井沢72ゴルフ 東コース・押立コー
ス」にて、青年部会主催「ゴルフコンペ in 軽井沢」を開
催いたしました。本イベントは、親会および青年部会メン
バー相互の交流と親睦を深めることを目的として企画され
たものです。

当日は天候にも恵まれ、絶好のロケーションの中、新ペ
リア方式による18ホールストロークプレーを実施いたしま
した。参加者の皆様は和気あいあいとした雰囲気のなか
爽やかな汗を流し、プレーを通じて活発に親睦を図られま

した。
プレー終了後の表彰

式も大盛況となり、盛
会 のうちに全 日 程 を
無事終了いたしました。
ご参加いただきました
皆様に、心より御礼申
し上げます。

7月23日（木）、湯島天満宮「参集殿」におきまして「令
和 8 年度 福利厚生制度推進連絡協議会」を開催いたしま
した。

当日は、主催者である仲田会長および受託会社代表の
小林東京支社長（大同生命保険株式会社）による挨拶に
続き、受託生命・損害保険 3 社より福利厚生制度加入企業
拡大キャンペーン「チャレンジ 100」についての説明が行
われました。その後、東法連特定退職金共済会の DVD 
上映を行い、無事に終了いたしました。

協議会終了後は「ピ
アンタ 本 郷」へ 場所
を移して情報交換会を
開催し、会員の皆様相
互の 親 睦を 深 める大
変有意義な機会となり
ました。ご参加いただ
きました皆様、大変あ
りがとうございました。

7月24日（金）、社会貢献研修委員会（土屋みどり委員
長）および女性部会（飯村早苗部会長）は、文化シヤッター
株式会社様との共催にて「東京都赤十字血液センター 献血
活動」を実施いたしました。長年 CSR（Corporate Social 
Responsibility：企業社会責任）活動として献血に取り組ま
れている同社に当法人会も賛同し、全面協力のもと行った
今回の活動では、同社社員様、当会会員、一般の方を含め

【計59名】のご協力をいただくことができました。

ご参加いただい
た皆様に厚く御礼
申し上げます。次
回は来年1月に開
催予定です。今後
とも温かいご協力
をよろしくお願い
いたします。

7月14日（火）、医科器械会館にて源泉部会主催の労務
セミナー「人事労務に必要なことは全て将棋に詰まっている
〜将棋に学ぶ人財の活かし方〜」を開催いたしました。講師
には特定社会保険労務士の山岡洋秋氏をお迎えしました。 

本セミナーでは、将棋の駒の特性や戦略的思考を人事労
務・組織づくりに応用する手法を解説。新入社員の活かし方
やコミュニケーション、ルールの明確化など、具体的な人財

育成の実践例が紹介されま
した。 

受講者からは「将棋に例
えた視点が新鮮で分かりや
すく、自社の人事管理に役立
つヒントを得られた」と大変
好評を得ました。

「令和8年度 福利厚生制度推進連絡協議会」を開催

社会貢献活動の一環として「献血活動」を実施
－ご協力ください！命が救える身近なボランティア活動－

「ゴルフコンペ in 軽井沢」を開催
－青年部会－

▲懇親会の様子

▲集合写真。天候にも恵まれました。

▲講師の山岡洋秋氏

▲献血にご協力いただきありがとうござい
ました。

「労務セミナー」を開催
－源泉部会－
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【【おお知知ららせせ】】メメーールルアアドドレレススごご登登録録ののおお願願いい 
法法人人会会でではは、、会会員員のの皆皆様様にに最最新新のの税税務務情情報報やや各各種種イイベベンントト・・セセミミナナーーののごご案案内内をを迅迅速速ににおお届届けけすす
るるたためめ、、情情報報メメーールルのの配配信信をを行行うう予予定定でですす。。ぜぜひひここのの機機会会ににごご登登録録ををおお願願いい申申しし上上げげまますす。。  
■■  ごご登登録録方方法法  
右右記記 QQRR ココーードドよよりりごご登登録録くくだだささいい。。  
フフォォーームム UURRLL：：hhttttppss::////ffoorrmmss..ggllee//DDoottDDCCLLttbbssCCXXMM66ooBBhh66  

------------------------------------------------------------------------------------------------ 
おお問問いい合合せせ：：本本郷郷法法人人会会  事事務務局局（（TTEELL：：0033--33881122--00559955））  

登登録録よよろろししくく  

おおねねががいいししまますす！！  
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コミュニケーション研修のパイオニア 
 1983年設立 
 企業・官公庁・自治体を対象に、コミュニケーション能力向上を目的とした研修を提供。 
  ■ 説明力強化 
 ■ プレゼンテーション 
 ■ 接遇・クレーム対応 
 ■ 折衝・交渉力 

   人と組織の成長を支援します。 

      

 

代表取締役 福田 賢司 
〒113-0034 文京区湯島 4-6-11 湯島ハイタウン A-1011 

TEL ： 03-5649-0874     E-mail ： info@cns.hanashikata.co.jp     https://hanashikata.co.jp 

ホームページは 
こちらから 

（略称：本郷ラボ）

■  株式会社話し方研究所

代表理事　細見 直史■  一般社団法人 本郷建築デザイン研究所

新会員紹介
New Member Introduction

ようこそ本郷法人会へ！ 新会員をご紹介いたします。

 
 

会報誌「ほうじん本郷」への新年賀詞広告の掲載をお願いいたします。 

本年度につきましても、令和 9年 1月号（新年号）への賀詞広告掲載を実施いたしま

す。掲載に関する詳細につきましては 本郷法人会事務局までお気軽にお問い合わせ

ください。多くの会員の皆様方からのご応募を心よりお待ちしております。 

お問合せ先：公益社団法人本郷法人会 事務局  
      TEL 03-3812-0595   E-mail info@hongohojin.or.jp 

https://www.hongo-lab.or.jp
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会報誌「ほうじん本郷」への新年賀詞広告の掲載をお願いいたします。 

本年度につきましても、令和 9年 1月号（新年号）への賀詞広告掲載を実施いたしま

す。掲載に関する詳細につきましては 本郷法人会事務局までお気軽にお問い合わせ

ください。多くの会員の皆様方からのご応募を心よりお待ちしております。 

お問合せ先：公益社団法人本郷法人会 事務局  
      TEL 03-3812-0595   E-mail info@hongohojin.or.jp 
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事務局だより
HOJIN HONGO vol.524

あしかメディ工業株式会社の中島社長へのインタビュー取材では、「人を思う」原点と技術の継承、新たな挑戦への熱意を実感いたし
ました。人との出会いやご縁こそが、次なる発想と未来を拓く原動力です。本郷法人会も会員の皆さまとのつながりを深め、地域ととも
に歩んでまいります。今後ともよろしくお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局   長尾

9 月号 編集後記

https://www.hongohojin.or.jp/

税務ニュース
No. 524
令和8年9月号
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いつも「ほうじん本郷」をご愛読いただき、誠にありがとうございます。 当会では、税の最新情報や地域の
魅力をより多くの方へお届けするため、本誌の設置にご協力いただける場所（店舗・施設等）を募集しており
ます。 詳細につきましては、本郷法人会事務局までお気軽にお問い合わせください。

本郷法人会事務局　TEL：03 -3812 -0595  E-mail：info@hongohojin.or.jp

本郷法人会報誌「ほうじん本郷」は年5回発行しています。一般の方からもお楽しみいただけるよう、文京区
内のお店の店頭などに設置しております。
（有）精確堂時計店	 本郷 3 -28 -13
大和ビルディング	 西片1-17-11

（有）高崎屋商店	 向ヶ丘1-1-17
かりんとう　ゆしま花月	 湯島 3 -39 -6
古書ろんばけ	 根津 2-21-17

朝日信用金庫　湯島支店	 湯島 2-1-5
朝日信用金庫　根津支店	 千駄木 2-44 -3
朝日信用金庫　神明支店	 本駒込 5 -73 -10
朝日信用金庫　小石川支店	 春日1-11-8

（2026年9月現在）

公益社団法人本郷法人会会報誌　ほうじん本郷
設置協力企業・場所

令和8年度決算法人説明会のご案内
　本郷税務署管内の決算期を迎えられる法人を対象といたしまして、本郷税務署・公益社団法人
本郷法人会共催にて毎月説明会を開催しています。ご多忙かとは存じますが、是非ご出席くださ
い。なお、会場の都合により、先着事前予約制とさせていただきます。公益社団法人本郷法人会の
ホームページにて各月の申込期間をご確認の上、申込期間内に下記の本郷税務署まで電話にてお
申込み下さい。

内容：法人税・消費税の申告に際しての留意事項、改正事項、源泉所得税事務の留意事項等
　　  ※説明会当日にテキストと参考資料を配布します。

【お問合せ・お申し込み先】
本郷税務署　法人課税第1部門　(03)3811-3171　内線24414 
自動音声の後「2」を押し、内線番号をお伝えください。

※今年度より案内ハガキはお送りしておりません。それに伴い、決算月に限らず、ご都合の良い
月の説明会にご参加いただけるようになりましたので、ぜひご検討ください。

決算法人説明会（13：30～15：00）
開催日程 会　場

10月14日（水）
本郷税務署 5階大会議室（西片2-16-27）

定員各回30名
令和8年 11月11日（水）

　 12月9日（水）
1月13日（水）

令和9年 2月24日（水） 文京区民センター（春日1-16-21）
定員未定　 3月3日（水）


